
（ 1 ）第12号 水
み

土
ど

里
り

ネット江連八間 令和５年４月１日

第 12 号
発行日　令 和 5 年 ４ 月 １ 日
発行者　江連八間土地改良区
　 　　　  理事長  𠮷 原 光 夫
 〒304-0817 下妻市羽子 53 番地１
　　　　  TEL 0296-44-3934
　　　　  FAX 0296-44-9186

ま
す
。
そ
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
電
気
料
は
、

こ
れ
ま
で
６
０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
こ
れ
を

な
ん
と
か
削
減
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
三
年
前
か

ら
機
場
の
管
理
者
、
あ
る
い
は
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
節
約
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
６
０
０
０
万
円
が
４
５
０
０

万
に
な
り
、
１
５
０
０
万
円
の
節
約
が
で
き
た
と

い
う
経
緯
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年

の
機
場
電
力
料
約
８
０
０
０
万
円
は
過
去
に
例
を

見
な
い
大
き
い
出
費
で
し
た
。
補
正
予
算
で
対
応

し
、
ま
た
関
係
機
関
へ
の
陳
情
活
動
を
行
い
茨
城

県
、
常
総
市
、
下
妻
市
、
筑
西
市
か
ら
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
の

補
助
金
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
ど
う
な
る
か
わ

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
電
力
料
に
つ
い
て
は
、

積
立
金
を
取
り
崩
し
て
充
て
る
予
算
を
組
ん
で
お

り
ま
す
。
電
力
料
の
削
減
に
向
け
て
節
水
や
利
水

調
整
に
努
め
、
組
合
員
の
皆
様
に
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
そ
の
他
で
は
、
国
営
幹
線
の
維
持
管
理
に
係
る

経
費
は
、
今
ま
で
鬼
怒
川
南
部
土
地
改
良
区
連
合

の
中
に
は
七
つ
の
土
地
改
良
区
が
あ
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
受
益
地
ご
と
に
各
土
地
改
良
区
が

経
費
を
出
し
合
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
私
も
鬼
怒

川
南
部
土
地
改
良
区
の
理
事
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
以
上
は
何
と
か
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
で
、
七
つ
の
土
地
改
良
区
の
職

員
に
協
力
し
て
も
ら
い
国
営
幹
線
の
除
草
剤
散
布

や
雑
木
伐
採
、
水
路
の
漏
水
等
の
補
修
を
業
者
に

頼
む
の
で
は
な
く
、
や
れ
る
と
こ
ろ
は
自
分
た
ち

　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、
第
十
二
回

通
常
総
代
会
に
お
忙
し
い
中
ご
参
集
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も

収
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
会
議
や

い
ろ
ん
な
会
議
が
書
面
議
決
と
い
う
よ
う
な
形
で

今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
よ

う
に
通
常
の
形
で
会
議
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
う
ゆ
う
中
で
、
世
の
中
を
見
て
み
ま
す
と
い

ろ
ん
な
面
で
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
、
異
常
な

ま
で
の
円
安
な
ど
が
影
響
し
ま
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
値
上
が
り
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
我
々
、
農
業
者
と
し
ま
し
て
も
米
価
が
上
が

ら
な
い
中
で
の
生
産
資
材
の
高
騰
等
に
よ
り
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
経
営
は
厳
し
い
状
況
の
中
に
置
か

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
土
地
改
良
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
大
変
な
状
況

に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
電
気
料
金
の
高

騰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
電
気
料
金
が
値
上
り
し
た
た

め
土
地
改
良
区
の
負
担
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま

す
。
東
京
電
力
は
、
す
で
に
本
年
６
月
か
ら
30
パ

ー
セ
ン
ト
の
値
上
げ
を
す
る
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

受
益
地
管
内
に
は
２
４
０
箇
所
の
機
場
が
ご
ざ
い

で
や
っ
て
い
こ
う
と
去
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
お
陰
で
鬼
怒
川
南
部
土
地
改
良
区
連
合
の
維

持
管
理
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
私
共
江
連
八
間
土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
費
も

１
５
０
０
万
円
く
ら
い
削
減
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
七
つ
の
土
地
改
良
区
と
の
連
携
を
図
り
、
経

費
の
削
減
と
水
利
の
円
滑
な
調
整
を
し
て
い
き
ま

す
。

　
本
年
度
、
現
在
進
行
中
の
事
業
は
、
総
上
・
豊

加
美
地
区
、
三
坂
地
区
の
二
地
区
の
圃
場
整
備
事

業
が
進
め
ら
れ
、
一
部
は
作
付
け
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
用
排
水
施
設

は
全
体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
維
持
管

理
に
は
補
助
事
業
を
活
用
し
て
年
次
計
画
や
優
先

順
位
を
検
討
し
、
予
算
を
効
率
的
に
少
し
で
も
出

費
を
無
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
体
制
で
や
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
今
後
も
土
地

改
良
区
の
運
営
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
十
二
回 

通
常
総
代
会

　
　
　
　
　
　
ご  

挨  

拶

理
事
長
　
𠮷
原
　
光
夫

令和５年２月28日開催
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第
二
　
事
　
業
　
の
　
状
　
況

一
、
施
設
管
理
の
状
況

①
用
水
に
つ
い
て

・
幹
線
用
水
路
の
除
草
工
事
及
び
浚
渫
工
事
を
請
負
に
よ
り

実
施
し
た
。

・
揚
水
樋
管
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
履
行
検
査
を
受

け
、
法
令
等
に
基
づ
き
管
理
し
た
。

②
排
水
に
つ
い
て

・
各
排
水
機
場
の
定
期
点
検
、
随
時
点
検
を
実
施
し
た
。

・
各
幹
線
排
水
路
に
お
い
て
、
請
負
に
よ
る
除
草
工
事
を
実

施
。
他
に
、
地
元
組
合
員
に
よ
る
草
刈
清
掃
が
実
施
さ

れ
た
。

・
排
水
樋
管
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
履
行
検
査
を
受

け
、
法
令
等
に
基
づ
き
管
理
し
た
。

二
、
工
事
施
行
の
状
況

①
一
般
会
計
に
よ
る
施
行
状
況

（
１
）
各
施
設
の
改
良
、
保
安
工
事

・
二
本
紀
機
場
吸
水
槽
補
修
工
事

・
大
生
排
水
機
場
屋
根
取
付
及
び
排
水
管
工
事
外

・
朝
日
排
水
機
場
高
圧
コ
ン
デ
ン
サ
ー
交
換
工
事

（
２
）
用
排
水
路
整
備
工
事

・
県
営
豊
加
美
支
線
用
水
路
の
目
地
補
修
工
事

・
県
営
舟
玉
支
線
用
水
路
嵩
上
げ
工
事

・
源
次
郎
分
水
管
理
橋
設
置
工
事

（
３
）
用
排
水
路
除
草
・
浚
渫
工
事

・
職
員
に
よ
る
用
水
路
敷
除
草
剤
散
布

　
国
営
左
岸
幹
線
用
水
路

　
　
筑
西
市
伊
讃
美
～
下
妻
市
砂
沼

　
　
下
妻
市
砂
沼
～
常
総
市
妙
見

　
県
営
支
線
用
水
路

　
　
舟
玉
、
豊
加
美
、
小
保
川
、
大
房
、
石
下
、
六
軒

　
組
合
員
に
よ
る
草
刈
　
　
２
地
区
　
　
　
　
　

・
排
水
路
堤
塘
除
草
工
事

　
千
代
田
堀
・
百
間
堀
・
大
生
排
水
路
・
豊
田
排
水
路
・
柳

原
排
水
路 

・ 

組
合
員
に
よ
る
草
刈
　
25
地
区

・
用
水
路
浚
渫

　
第
１
工
区
　
舟
玉
支
線
（
源
次
郎
分
水
～
上
野
地
内
）

　
第
２
工
区
　
左
岸
幹
線
（
広
岡
水
門
～
妙
見
水
門
）

　
　
　
　
　
　
小
保
川
支
線
（
小
保
川
水
門
～
本
石
下
地
内
）

　
第
３
工
区
　
豊
加
美
支
線
（
堀
篭
・
豊
加
美
分
水
～
舘
方
地
内
）

　
第
４
工
区
　
大
房
支
線
（
左
岸
幹
線
吐
出
～
三
坂
新
田
地
内
）

　
　
　
　
　
　
石
下
支
線
（
収
納
谷
水
門
～
関
鉄
サ
イ
フ
ォ
ン
）

　
　
　
　
　
　
六
軒
支
線
（
左
岸
幹
線
吐
出
～
福
二
地
内
）

　
組
合
員
に
よ
る
用
水
路
浚
渫
　
　
２
地
区

・
組
合
員
に
よ
る
排
水
路
浚
渫
　
　
１
地
区

（
４
）
塗
装
等
工
事
　
　
　
な
　
し
　

（
５
）
そ
の
他
の
工
事
　
　
な
　
し

②
補
助
事
業
に
よ
る
工
事
（
特
別
会
計
）

・
維
持
管
理
適
正
化
事
業
第
41
期
生
保
喜
田
地
区

・
維
持
管
理
適
正
化
事
業
第
42
期
生
北
台
第
２
地
区

収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

科　　目 本年度決算額 本年度予算額  増・減 ( ▲ ) 科　　目 本年度決算額 本年度予算額 増・減 ( ▲ )

土地改良事業 217,086,350 216,125,000  961,350 維持管理費 113,570,970 156,460,000 ▲ 42,889,030

附 帯 事 業 12,959,038 6,141,000  6,818,038 一般管理費 105,181,985 119,674,000 ▲ 14,492,015

基 本 財 産 1,123,244 979,000  144,244 会　議　費 33,860 500,000 ▲ 466,140

特 定 財 産 17,000 20,000  ▲ 3,000 選　挙　費 0 3,000 ▲ 3,000

補 助 金 等 10,050,801 8,625,000  1,425,801 賦課徴収費 1,855,410 2,900,000  ▲ 1,044,590

寄　付　金 816,760 300,000  516,760 負　担　金 2,201,500 3,000,000 ▲ 798,500

受　託　料 3,077,890 3,000,000  77,890 諸　　　費 977,769 5,606,000 ▲ 4,628,231

雑　収　入 3,851,561 1,281,000  2,570,561 繰　出　金 17,030,000 17,030,000 

借　入　金 0 2,000  ▲ 2,000 予　備　費 0 47,734,000 ▲ 47,734,000

繰　入　金 0 37,400,000 ▲ 37,400,000 

繰　越　金 79,034,190 79,034,000  190 

合　　計 328,016,834 352,907,000 ▲ 24,890,166 合　　計 240,851,494 352,907,000 ▲ 112,055,506

令
和
三
年
度 

一
般
会
計 

決
算
報
告

 

第
一 

地
区
及
び
組
合
員
の
状
況

令
和
二
年
度
　
事 

業 

報 

告

令
和
三
年
度
　
事 

業 

報 

告

① 地区の総面積　　　（令和4年5月31日調整）
前年度末地積 本年度末地積 増 減

かんがい施設 4,254ha 4,247ha 7ha

② 組　合　数
前年度末 本年度末 増 減

第１選挙区 ３１１人 ３１０人 1

第２選挙区 ７８６人 ７８１人 5

第３選挙区 ５４９人 ５４６人 3

第４選挙区 ３７６人 ３７５人 1

第５選挙区 ３９２人 ３９３人 1

第６選挙区 ５７５人 ５７７人 2

第７選挙区 ２１６人 ２１５人 1

第８選挙区 ２３２人 ２３１人 1

第９選挙区 ４９０人 ４８９人 1

第10選挙区 ３５９人 ３５９人

第11選挙区 ４２４人 ４３４人 10

第12選挙区 ４４３人 ４４３人

第13選挙区 ５６６人 ５６３人 3

合　　計 ５, ７１９人 ５, ７１６人 3
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・
耕
作
条
件
改
善
事
業
亀
崎
地
区
排
水
路
整
備
工
事

 
第
三
　
事
　
務
　
の
　
経
　
過

一
、
総
代
会
の
開
催
及
び
そ
の
議
決
事
項

◎
第
十
二
回
　
臨
時
総
代
会

　
令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日
（
総
代
定
数
九
十
名
・
現
在

数
八
十
七
名
　
出
席
六
十
九
名
・
欠
席
十
八
名
）

　
決
議
事
項

認
定
第
一
号
　
令
和
三
年
度
　
事
業
報
告
承
認
に
つ
い
て

認
定
第
二
号
　
令
和
三
年
度
　
財
産
目
録
承
認
に
つ
い
て

認
定
第
三
号
　
令
和
三
年
度
　
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

　
①
一
般
会
計
　
収
支
決
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
②
特
別
会
計
　
基
本
財
産
積
立
金
収
支
決
算
　
　
　
　

　
③
特
別
会
計
　
役
員
退
任
慰
労
金
積
立
金
収
支
決
算
　

　
④
特
別
会
計
　
職
員
退
職
給
与
積
立
金
収
支
決
算
　
　

　
⑤
特
別
会
計
　
機
場
運
転
責
任
者
退
職
給
与
積
立
金
収
支

　
　
　
　
　
　
　
決
算

　
⑥
特
別
会
計
　
減
価
償
却
積
立
金
収
支
決
算
　
　
　
　

　
⑦
特
別
会
計
　
地
区
除
外
決
済
金
積
立
金
収
支
決
算

　
⑧
特
別
会
計
　
施
設
機
能
維
持
費
積
立
金
収
支
決
算

　
⑨
特
別
会
計
　
償
還
金
収
支
決
算

　
⑩
特
別
会
計
　
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
積
立
金

　
⑪
特
別
会
計
　
総
上
・
豊
加
美
地
区

　
⑫
特
別
会
計
　
三
坂
地
区

　
⑬
特
別
会
計
　
維
持
管
理
適
正
化
事
業
第
41
期
生
保
喜
田

　
　
　
　
　
　
第
二
揚
水
機
場
送
水
管
改
修
工
事

　
⑭
特
別
会
計
　
維
持
管
理
適
正
化
事
業
第
42
期
生
北
台
第

　
　
　
　
　
　
二
用
水
機
場
取
水
ゲ
ー
ト
改
修
工
事

　
⑮
特
別
会
計
　
耕
作
条
件
改
善
事
業
亀
崎
地
区
排
水
路
整
備

　
⑯
特
別
会
計
　
県
圃
総
上
・
豊
加
美
地
区
創
設
用
地
積
立
金

認
定
第
四
号
　
令
和
三
年
度
　
中
間
監
査
及
び
決
算
監
査
報

告

議
案
第
一
号
　
令
和
四
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）　

の
議
決
に
つ
い
て

◎
第
十
二
回
　
通
常
総
代
会
開
催

　
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
（
総
代
定
数
九
十
名
・
現
在
数

八
十
七
名
　
出
席
七
十
七
名
・
欠
席
十
名
）

 

令
和
五
年
度
　
予
算
議
決

   

第
十
二
回
通
常
総
代
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
し
て
、
通
常
開
催
を
致
し
ま
し
た
。

　
吉
原
理
事
長
挨
拶
の
後
、
議
長
に
第
２
選
挙
区
の
高
橋
清

総
代
が
指
名
さ
れ
、
左
記
十
議
案
が
原
案
の
通
り
議
決
さ
れ

た
。

議
案
第
一
号
　
令
和
四
年
度
　
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
二
号
　
令
和
五
年
度
　
組
合
費
の
賦
課
率
及
び
賦
徴

徴
収
方
法
並
び
に
賦
課
徴
収
期
限
の
議
決
に

つ
い
て

議
案
第
三
号
　
令
和
五
年
度
　
現
金
保
管
に
関
す
る
金
融
機

関
の
議
決
に
つ
い
て

議
案
第
四
号
　
令
和
五
年
度
　
役
員
・
総
代
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
つ
い
て

議
案
第
五
号
　
令
和
五
年
度
　
地
区
除
外
決
済
金
に
つ
い
て

議
案
第
六
号
　
令
和
五
年
度
　
事
業
計
画
（
案
）
及
び
会
計

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
七
号
　
令
和
五
年
度
　
県
営
総
上
・
豊
加
美
地
区
圃

場
備
事
業
予
定
及
び
長
期
借
入
に
つ
い
て

議
案
第
八
号
　
令
和
五
年
度
　
県
営
三
坂
圃
場
整
備
事
業
及

び
長
期
借
入
に
つ
い
て

議
案
第
九
号
　
令
和
五
年
度
　
維
持
管
理
適
正
化
事
業
（
43

期
生
）
事
業
施
行
並
び
に
収
入
支
出
予
算

（
案
）
の
議
決
に
つ
い
て

議
案
第
十
号
　
令
和
五
年
度
　
県
単
事
業
施
行
並
び
に
収
入

支
出
予
算
（
案
）
の
議
決
に
つ
い
て

 

令
和
五
年
度
　
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
当
改
良
区
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
国
営
事
業
完
了
後
、
約
五
十

年
が
経
過
し
、
施
設
の
大
半
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
国
営
応
急

対
策
事
業
で
更
新
し
て
お
り
ま
す
。
国
営
水
路
除
草
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
鬼
怒
川
南
部
土
地
改
良
区
連
合
と
七
改
良
区
の
職
員

連
携
を
図
り
、
経
費
軽
減
に
向
け
て
除
草
剤
散
布
及
び
雑
木
伐
採

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
用
排
水
路
の
管
理
に
つ
い
て
、
幹
支
線
用
水
は
上
流
部
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
用
水
不
足
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
水
計
画

に
則
り
利
水
調
整
に
あ
た
り
ま
す
。

　
除
草
及
び
軽
微
な
漏
水
補
修
等
は
職
員
が
対
応
し
、
排
水
は
不

測
の
自
然
災
害
に
備
え
、
対
応
す
べ
く
排
水
機
場
等
の
定
期
点
検

・
診
断
を
行
い
、
排
水
に
支
障
が
な
い
よ
う
万
全
に
当
た
っ
て
参

り
ま
す
。

　
揚
水
機
場
の
電
気
料
軽
減
対
策
に
つ
い
て
は
、
機
場
管
理
者
と

巡
視
活
動
を
実
施
し
、
組
合
員
皆
様
と
節
水
節
電
し
て
来
た
が
、

昨
年
は
電
気
料
金
の
上
昇
に
伴
い
、
今
ま
で
過
去
に
例
を
み
な
い

電
気
料
金
が
か
か
り
ま
し
た
。
国
、
県
、
関
係
市
に
要
望
し
前
年

度
と
の
差
額
分
が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
更
な
る
節
水
節
電
の
意
識
向
上
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　
賦
課
徴
収
に
関
し
て
は
、
過
去
５
年
平
均
約
九
十
八
％
納
付
実

績
で
あ
り
ま
す
が
、
更
な
る
納
付
向
上
を
目
指
す
た
め
に
、
関
係

各
市
農
政
窓
口
及
び
農
業
委
員
会
等
と
情
報
を
共
有
す
る
事
に
よ

り
納
付
実
績
向
上
に
繋
げ
ま
す
。
ま
た
滞
納
に
関
し
て
は
、
長
期

滞
納
者
防
止
対
策
と
し
て
、
改
良
区
納
付
相
談
窓
口
に
重
点
を
置

く
事
に
よ
り
個
別
相
談
を
実
施
し
、
経
済
状
況
・
農
地
貸
付
状
況

等
を
適
切
に
精
査
把
握
し
更
に
分
割
納
付
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
、

滞
り
な
く
実
行
出
来
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
会
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
複
式
簿
記
の
導
入
に
よ
り
、
財
務
状

況
の
明
確
化
を
図
り
健
全
な
業
務
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
管
内
の
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
総
上
・
豊
加
美
地
区
土

地
改
良
事
業
は
、
２
工
区
が
完
了
し
、
本
年
度
は
３
工
区
荒
整
地

及
び
排
水
路
工
事
を
施
工
致
し
ま
す
。
三
坂
地
区
土
地
改
良
事
業

に
つ
い
て
は
、
東
工
区
の
仕
上
整
地
及
び
排
水
路
横
断
工
事
が
完

了
し
、
本
年
度
は
、
西
工
区
用
水
施
設
工
事
及
び
第
２
用
水
機
場

工
事
を
施
工
し
ま
す
。

　
以
上
、
本
土
地
改
良
区
の
円
滑
な
る
運
営
を
図
り
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
、
令
和
五
年
度
の
事
業
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
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収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

科　　目 本年度予算額 前年度予算額  増・減 ( ▲ ) 科　　目 本年度予算額 前年度予算額  増・減 ( ▲ ) 

土地改良事業収入 218,377,000 217,032,000 1,345,000 土地改良事業費支出 149,741,000 119,228,000 30,513,000

附帯事業収入 6,516,000 6,516,000 一般管理費支出 129,423,000 129,667,000 ▲ 244,000

基本財産運用収入 916,000 978,000 ▲ 62,000 土地改良事業負担金支出 120,340,000 254,115,000 ▲133,775,000

補助金等収入 13,371,000 18,975,000 ▲ 5,604,000  支 払 利 息 450,000 160,000 290,000

交付金収入 6,210,000 0 6,210,000 基本財産積立支出 6,000,000 6,000,000

寄附金収入 250,000 300,000 ▲ 50,000 特定資産積立支出 8,030,000 8,030,000

業務受託料収入 4,000,000 4,700,000 ▲ 700,000 雑　支　出 150,000 150,000

雑　収　入 1,017,000 1,027,000 ▲ 10,000 繰　越　金 1,000,000 0 1,000,000

借入金収入 99,377,000 232,252,000 ▲132,875,000 予　備　費 20,000,000 24,530,000 ▲ 4,530,000

 特定資産取崩収入 25,000,000 0 25,000,000

創設用地収入 100,000 100,000

繰　越　金 60,000,000 60,000,000

合　　計 435,134,000 541,880,000 ▲106,746,000 合　　計 435,134,000 541,880,000 ▲106,746,000

収
入
支
出
予
算

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度
　
積
立
金
残
高
見
込

一
般
会
計

　
農
地
以
外
の
地
目
に
変
更
す
る
時
は
、
改
良
区
が
定

め
る
「
地
区
除
外
決
済
金
」
が
か
か
り
ま
す
。
地
区
除

外
決
済
金
を
納
め
て
頂
き
、
土
地
台
帳
か
ら
抹
消
い
た

し
ま
す
。
決
済
金
の
額
は
、
所
在
す
る
土
地
に
対
す
る

賦
課
金
の
20
年
分
で
す
。
決
済
金
を
お
支
払
い
後
に
、

関
係
市
に
届
け
出
る
「
意
見
書
」
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

　
地
区
除
外
決
済
金
納
付
時
に
、
除
外
し
た
後
の
用
排

水
施
設
の
維
持
管
理
及
び
災
害
復
旧
等
の
費
用
と
し
て
、

施
設
機
能
維
持
費
決
済
金
と
し
て
納
付
願
い
ま
す
。
決

済
金
の
額
は
、
所
在
す
る
土
地
に
対
す
る
賦
課
金
の
30

年
分
で
す
。
従
っ
て
、
地
区
除
外
す
る
と
き
は
、
当
該

年
度
賦
課
額
に
対
し
、
合
計
50
年
分
を
納
付
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
決
済
時
点
に
お
い
て
未
納
賦
課
金
が
あ
る
場

合
に
は
、
併
せ
て
清
算
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了
知
願

い
ま
す
。

　
江
連
八
間
土
地
改
良
区
の
地
区
除
外
決
済
金
の
他
、

各
維
持
管
理
委
員
会
地
区
内
の
農
地
で
あ
る
場
合
は
、

左
表
の
維
持
管
理
委
員
会
が
規
定
す
る
決
済
金
も
併
せ

て
納
め
て
頂
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
土
地
改
良
区
と
同
様

に
、
加
入
し
て
い
る
土
地
が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
残

る
組
合
員
へ
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
定
め
て
い
る

た
め
で
す
。
又
、
決
済
金
の
額
は
、
各
委
員
会
と
も
、

前
年
度
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
総
代
任
期
　
令
和
六
年
一
月
二
十
七
日

・
役
員
任
期
　
令
和
六
年
三
月
十
九
日

　
各
地
区
で
の
、
次
期
総
代
・
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

ご
協
議
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
施
設
機
能
維
持
費
決
済
金
に
つ
い
て

◎
地
区
除
外
決
済
金
に
つ
い
て

◎
今
年
度
は
、
総
代
・
役
員
改
選
と
な
り
ま
す

◎
維
持
管
理
委
員
会
の
地
区
除
外
決
済
金

積立資産区分 年度当初 年度中増減 年度末見込

基本財産 214,138,000 1,000,000 215,138,000

役員退任慰労金 4,165,000 550,000 4,715,000

職員退職給与 94,692,000 4,580,000 99,272,000

車両備品等減価償却 11,745,000 100,000 11,845,000

農地転用決済金 150,108,000 ▲8,800,000 141,308,000

施設機能維持費 142,119,000 ▲13,500,000 128,619,000

事業積立金 25,000,000 5,000,000 30,000,000

創設用地積立 38,379,000 100,000 38,479,000

合　　計 680,346,000 ▲10,970,000 669,376,000
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《令和５年度　賦課金通知について》
【江連八間土地改良区賦課金】賦課単価10ａ当り

　１．賦課金額　　　３ブロック４段階賦課体制

　　　　旧江連単独地区  （田） ４，５００円

　　　　重複地区[基準]　（田） ７，５００円

　　　　旧八間単独地区  （田） ３，０００円

　　　　旧八間単独地区  （畑） ２，４００円

　２．賦課期日

　　　　全　期　令和５年　４月　１日

　３．納入期限

　　　　第１期　令和５年　５月　１日（月）

　　　　第２期　令和５年１０月　２日（月）

　※納入期限（月末）が土・日・祝祭日になる時は、

　休日の翌日になります。

　　各維持管理委員会　地区除外決済金 

　　　　　　　　　　　　　　　　(10ａ当たりの額)

　1．砂沼地区維持管理委員会 20,000円

　2．石下東部地区維持管理委員会 30,000円

　3．下妻千代川地区維持管理委員会 20,000円

　4．樋橋地区維持管理委員会 40,000円

　5．若宮戸地区維持管理委員会 15,000円

　6．二本紀地区維持管理委員会 30,000円

　7．水海道東部第１地区維持管理委員会 40,000円

　8．水海道東部第２地区維持管理委員会

　　　　川崎地区（田）60,000円    （畑）30,000円

　　　　東 地区  （田）80,000円 　（畑）34,000円

　　　　他 地区  （田）82,000円　 （畑）34,000円

　９．大生地区維持管理委員会 60,000円

１０．関本地区維持管理委員会 20,000円

各維持管理委員会賦課金（10）賦課単価 10 ａ当り

　当改良区が受託する維持管理委員会の賦課になります

【砂沼地区維持管理賦課金】　

　１．賦課金額　全期（田）１，０００円

　２．納入期限　令和５年  ５月 31 日（水）

【石下東部地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）１，５００円

　　　　　　　　　 　 （畑）１，０００円

　２．納入期限　令和５年 10 月 31 日（火）

【下妻千代川地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）２，０００円

　　　　　　　   全期（畑）１，５００円

　２．納入期限　令和５年  ６月 30 日（金）

【樋橋地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）２，０００円

　２．納入期限　令和５年 11 月 30 日（木）

【若宮戸地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田・畑）１，０００円

　２．納入期限　令和５年  ６月 30 日（金）

【二本紀地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期　３，0 ００円

　２．納入期限　１期　令和５年  ５月  １日（月）

　　　　　　　　２期　令和５年 10 月  ２日（月）

【水海道東部第 1 地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）３，０００円

　　　　　　　　　　  （畑）１，０００円

　２．納入期限　令和５年  ６月 30 日（金）

【水海道東部第 2 地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　

　　　川崎地区　全期（田）３，０００円

　　　　　　　　全期（畑）１，５００円

　　　　東地区　全期（田）４，０００円

　　　　　　　　全期（畑）１，７００円

　２．納入期限　１期　令和５年  ７月 31 日（月）

　　　　　　　　２期　令和５年 10 月 31 日（火）

【大生地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）４，０００円

　　　　　　　   全期（畑）２，０００円

　２．納入期限　１期　令和５年  ６月 30 日（金）

　　　　　　　　２期　令和５年 11 月 30 日（木）

【総上・豊加美地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）４，０００円

　　　　　　　　全期（畑）１，０００円

　２．納入期限　１期　令和５年  ５月 31 日（水）

　　　　　　　　２期　令和５年 10 月  ２日（月）

【三坂地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）４，０００円

　　　　　　　　全期（畑）１，０００円

　２．納入期限　令和５年  ５月  １日（月）

◎賦課金通知に不服があるときは？ 

　　通知書を受け取った日の翌日から起算して30

日以内に、書面を以って理事長に対して審査請

求をする事が出来ます。

　現金支払いの方へお知らせ
　　直接、改良区または、次の金融機関に納めて

いただきます。

　１．筑波銀行（県内本支店）
　２．ＪＡ常総ひかり農業協同組合（本支店）
　３．北つくば農業協同組合（本支店）
　　尚、当改良区は、口座振替制度を推進してお

りますので、現在現金支払いの方は口座振替へ

の変更にご協力をお願い致します。
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 ◎滞納賦課金は新しい組合員に継承されます
　土地改良区内の農地を売買するとき（競売も含

む）や、組合員の資格を交替する場合に、その土

地に滞納賦課金があると、土地改良法第四二条第

一項（権利義務の承継及び決済）の規定により、

新たに土地を取得した方に滞納賦課金の支払い義

務が生じることになります。後でトラブルが生じ

ないように、農地の売買等の契約をされる場合は、

「当事者間で滞納賦課金を清算してから、所有権

・耕作権の移転」をされるようお願いいたします。

 ◎組合員の変更手続き｣について
　　次のような場合があったときは、必ず土地改

良区に手続きをしてください。

　　１　組合員が死亡した時
　　２　組合員が住所を変更したとき
　　３　土地の売買や交換があったとき
　　４　生前一括譲与するとき
　※土地改良区の土地台帳（賦課金の算定）は、

組合員の皆様からの届け出によって変更になり

ます。

 ◎ホームページを開設いたしました
　　パソコンまたはスマートフォンでご活用いた

だきますよう、よろしくお願い致します。土地

改良区からのお知らせのほかに、名義変更、耕

地移動、施設使用等の申請書類も取得できます

ので、ご利用ください。

　HPアドレス　https://www.edurehachiken.or.jp

 ◎賦課金納付負担者について
　当改良区では賦課金未収を減少させる事によ

り、組合員全体の公平公正を目指しております

ので、耕作者による賦課金負担を推進して参り

ます。

　又、現在、相対により農地の賃借を行ってい

る方に関しましては、茨城県農地中間管理機構

（TEL  029-350-8687）を活用いただくことに

より、農地の利用による費用負担区分の明確化

がされます。

◎職員の新規採用について
　１．採用の範囲及び案内について
　　　本土地改良区管内(筑西市、下妻市、常総市)

　　　より、職員を１名採用します。

　２．受験申込受付期間
　　　令和５年５月１０日～５月３１日

　　　受付時間8:30～17:15(土日祝日を除く)

　３．受験について
　　　受験申込書を提出願います。

　４．採用試験の時期
　　　令和５年６月予定

　５．採用職員の数及び年齢制限
　　　男性１名　１８歳(高校卒業)以上２７歳未満

　６．採用の時期
　　　令和５年７月１日より

　※ご質問は、総務課まで
　　　TEL　０２９６－４４－３９３４

令和５年度　職員体制　(令和５年４月１日)
　　事務局長　　　　海老原　　　陽

　　総務課長　　　　相　山　雅　勇

　　工務課長　　　　新　井　雅　治

　　会計主任　　　　高　橋　頼　子

　　会計係長　　　　柳　田　俊　文

　　賦課徴収係長　　富　田　直　希

　　賦課徴収係　　　青　柳　公　史

　　庶務係　　　　　松　本　悦　美

　　工務係　　　　　市　村　健　一

　　工務係　　　　　佐　藤　　　晃

　　工務係　　　　　小　林　祥　士

　　定年退職　　　　石　山　茂　樹
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第
一
回
目
　
四
月
二
十
八
日
（
金
）
午
前
一
〇
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
九
日
（
土
）
午
前
一
〇
時
ま
で

　
第
二
回
目
　
四
月  

三
十 

日
（
日
）
午
前
一
〇
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
五
月
　  

一 

日
（
月
）
午
前
一
〇
時
ま
で

　
第
三
回
目
　
五
月
　  

二 

日
（
火
）
午
前
一
〇
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
五
月
　  
三 

日
（
水
）
午
前
一
〇
時
ま
で

　
第
四
回
目
　
五
月
　  
四 
日
（
木
）
午
前
一
〇
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
五
月
　  

五 
日
（
金
）
午
前
一
〇
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
例
年
通
り
四
回
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
の
上
流
水
源
で
あ
る
上
流
ダ
ム
群
（
五
十
里
ダ
ム
・

川
俣
ダ
ム
・
川
治
ダ
ム
・
湯
西
川
ダ
ム
）
の
貯
水
量
は
、
通

年
よ
り
も
少
な
い
状
況
（
平
年
値
対
比
80
％
（
３
月
８
日
現

在)

）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
例
年
は
４
月
20
日
頃
か
ら
下
流

域
へ
の
通
水
を
開
始
し
ま
す
が
、
本
年
は
通
水
の
準
備
を
早

期
に
完
了
し
、
砂
沼
が
満
水
に
な
り
次
第
、
送
水
を
開
始
す

る
予
定
で
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
も
、
田
植
え
の
準
備
を

早
い
段
階
で
始
め
ら
れ
、
用
水
が
潤
沢
な
早
い
時
期
に
、
田

に
水
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
よ
り
電
気
料
削
減
対
策
と
し
て
試
行
し
た
、

監
視
委
員
に
よ
る
機
場
運
転
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
用
配

水
調
整
委
員
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
用
水
期
間
中
を
通
し
て

実
施
し
ま
し
た
が
昨
年
は
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
伴
い
、
今

ま
で
過
去
に
例
を
み
な
い
電
気
料
金
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
引
き
続
き
、
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
に
は
、
な
お
一
層
、
節
電
・
節
水
に
対
す
る
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

◎
週
２
回
（
月
・
金
）
の
運
転
休
止

◎
雨
天
時
の
運
転
停
止
　
　
ご
協
力
願
い
ま
す

　
雷
雨
時
は
運
転
を
休
止
し
、
充
分
に
天
候
が
回
復
す
る
ま

で
、
通
電
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ポ
ン
プ
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　
尚
、
運
転
管
理
者
の
方
は
、
責
任
を
も
っ
て
運
転
開
始
及

び
運
転
停
止
の
操
作
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
用
配
水
調
整
委
員
会
・
機
場
管
理
委
員
会

　
毎
年
度
事
業
計
画
を
立
て
、
補
助
事
業
を
活
用
し
て
改
修

致
し
ま
す
。

［
令
和
５
年
度 

番
水
計
画
実
施
］
に
つ
い
て

一
、
節
電
対
策

二
、
機
場
の
管
理
に
つ
い
て

本
年
の
田
植
期
の
水
状
況
に
つ
い
て

◎
揚
水
機
場
（
２
２
９
箇
所
）

　
　
令
和
４
年
度
に
使
用
し
た
機
場
電
気
料

　
　
　
　

７
８
，６
３
４
，９
７
９
円

三坂地区圃場整備事業

防災重点農業用ため池緊急整備事業

常総市三坂地内

総上・豊加美地区圃場整備事業

総上・豊加美地内

〇事 業 内 容　仕上げ整地　25.8ha

　　　　　　　用水機場　　　一式

　　　　　　　区画整理　　25.5ha( 荒整地 )

　　　　　　　広域農道横断暗渠　関東鉄道横断水路

〇工 事 内 容　下妻市砂沼新田 30-1　（砂沼）

〇事 業 内 容　 劣化状況評価業務

〇調 査 業 務　   5,115,000 円　 土地改良団体連合会

〇事 業 内 容　2 期地区　区画整理工事　34.9ha

　　　　　　　第 2 用水機場ポンプ工事　　一式

　　　　　　　第 2 用水機場ゲート工事　　一式

　　　　　　　広域農道横断暗渠　関東鉄道横断水路

令
和
４
年
度
の
事
業
（
抜
粋
）
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国営施設応急対策事業　鬼怒川南部地区　左岸幹線水路整備工事　開渠工L＝620.41ｍ　（筑西市小川地内）

幹線用水路　ゴミ不法投棄 排水機場モーター等盗難

◎水路へのゴミの不法投棄について
　水路へのゴミの不法投棄が後を絶ちません。
用水の通水に支障をきたしているばかりではな
く、近年はその処分費用が大きな負担となって
おります。処分費用は皆様からの賦課金から支
出しております。不法投棄防止へ向けて、皆様
のご理解とご協力をお願い致します。

◎土地改良区施設等の盗難について
　当改良区の管内で機場建物を壊して何者かが
侵入しポンプ用モーター、ケーブル及びアルミ
製品等が盗まれる事件が発生しました。不審車
両等を目撃された場合は、改良区及び警察に報
告して下さい。


